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ポ
文
協
の
創
立
よ
り
ま
る
８
年
を
経
て
、

去
る

一
１
０
月

一
一
日

（水
）
に
、
例
年

通
り
の
会
場
す
み
れ
ホ
テ
ル
で
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
か
ら
の
お
客
様
を
含
め
合
計
二
五
名

の
出
席
を
得
て
第
九
回
の
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。
総
会
の
議
事
は

会
長
挨
拶
　
　
谷

本

一一
之

議
　
　
事一

九
九
四
年
度
事
業
お
よ
び
決

算
報
告
、
監
査
報
告

一
九
九
五
年
度
事
業
計
画
お
よ

び
予
算

事
務
局
長
交
替
と
新
年
度
役
員

の
選
出
一

四
、
そ
の
他

の
通
り
で
、
谷
本
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ

た
の
ち
、
吉
田
事
務
局
長
の
司
会
で
議
事

が
進
め
ら
れ
、
前
年
度
の
事
業
と
決
算
お

よ
び
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
つ
い
で
新
年

度
の
役
員
が
別
記
の
通
り
選
出
さ
れ
た
。

創
立
以
来
８
年
間
協
会
の
支
え
て
こ
ら
れ

た
吉
阻
事
務
局
長
に
代
わ
り
ヽ
新
た
に
小

笠
原
正
明
氏
が
選
出
さ
れ
た
。
こ
こ
で
新

事
務
局
長
に
司
会
が
代
わ
り
ヽ
新
年
度
の

事
業
計
画
と
予
算
が
審
議
さ
れ
ヽ
別
記
の

通
つ
承
認
さ
れ
た
。
最
後
に
、

総
会
後
、
直
ち
に
運
営
委
員
の
斎
田
道

子
さ
ん
司
会
で
懇
親
会
が
催
さ
れ
た
つ
懇

談
会
の
概
略
は
、

ビ
ア
ノ
演
奏
　
　
　
塚
原

恵
美
子

曲
目

“
シ
ョ
バ
ン
作
曲

「
革
羅
ポ

ロ
ネ
ー
ズ
」

独

　

唱

　

　

　

多

米
　
実

ピ
ア
ノ
伴
奏
　
渡

辺
　
卓

曲
目

”
デ
ィ
・
カ
プ
ア
作
曲

「
オ

ー

・
ソ
レ

・
ミ
オ

（私
の
太
陽
）

」
、
カ
ル
デ
ィ
ル
ロ
作
曲

「
カ
タ

一　
　
り

（
つ
れ
な
い
心
）
」
　

一

お
話
と
ビ
デ
オ
　
　
安

藤
　
厚

「

話
題

¨
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
近
況

会

　

食
開
会
挨
拶
と
乾
杯

谷
本

一
之
　
会
長

閉
会

の
挨
拶
と
乾
杯

、
　

「

遠
藤

道
子
　
副
会
長

の
通
り
で
、
会
員
の
塚
原
恵
美
子
さ
ん
の

ビ
ア
ノ
演
賽
、
同
じ
く
会
員
の
多
米
実
さ

ん
の
独
唱
が
あ

っ
た
の
ち
、
最
近
ポ
ー
ラ

ン
ト
か
ら
帰

っ
て
こ
ら
れ
た
安
藤
厚
さ
ん

の
お
話
が
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
立
食
形
式

で
ホ
テ
ル
の
心
尽
く
し
の
お
い
し
い
料
理

を
楽
し
み
な
が
ら
懇
談
の
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
た
。

総
会
で
承
認
さ
れ
た
議
案
の
概
要
を
以

下
に
ま
と
め
る
。

総
ム
バ

九
二

・
懇
親
会
の
報
告

北海道ポーラン ド文化協会会誌 「ポー レ」

号 外  1995。 12.25

会
費
の
納
入
を

、　
始
ま
り
ま
し
た
の
で
、
会
費
を
納
入
し
ニ

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

会
費
の
年
額
は
、
普
通
会
員
二
、
〇
〇

〇
円
、
維
持
会
員
は

一
口
五
、
〇
〇
〇
円
、

団
体
会
員
は

一
口
三
〇
、
○
○
○
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
８
目
を
お
送
り
す
る
封
筒
に
同
封

し
た
メ
モ
に
、
あ
な
た
の
会
費
年
額
を
記

し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
会
費
の
滞
納
が

・

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
こ
と
も
記
し
て
あ

一
一

「
構
河
一

会‐
費
の
絡
入
に
は
、
同
封
の
振

一

り
替
え
調
紙
を
ご
使
用
い
た
だ
く
と
、
送
一

金
手
数
料
が
抑
か
り
ま
せ
ん
。　
　
　
　
一

総
会
で
一
九
九
五
～
六
年
度
の
事
業
計
一

ィ
　
基
盤
が
鮭
け
れ
ば
こ
力
ら
つ
実
施
は
不
一

-1‐
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【
一
九
九
四
年
度
事
業
報
告

】

《
主
催
事
業
》

◇
第
二
二
回
例
会

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
リ
ス
マ
ス
と
料
理
を

楽
し
む
会
」

一
二
月
三
日

（土
）
、
札
幌

女
性
セ
ン
タ
ー

◇
第
二
三
回
例
会
　
　
　
　
　
　
，

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
間
団
報
告
会
」

一
月
二

八
日

（土
）
北
海
道
大
学
学
術
交
流
会
館

《
北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
の
修
学

旅
行
》
期
間

”
九
月
三
〇
日
～

一
〇
月

一

日
、
訪
間
先

”
池
田
町
、
交
流
行
事

”
地

一九
の
方
と
懇
談
会
、
ワ
イ
ン
ま
つ
り
、
参

加
者

”
一
五
名

《
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
講
習
会
》

◇
第

一
七
期

一
月
二
五
日

（水
）
よ
り

一
〇
週
間

◇
第

一
八
期

五
月

一
七
日

（水
）
よ
り

一
〇
週
間

◇
第

一
九
期

七
月

一
二
日

（水
）
よ
り

一
〇
週
間

《
そ

の

他
》

〓
〓
発
行
四
回
　
・

総
会

”
一
九
九
四
年

一
〇
月

一
一
日

（す

み
れ
ホ
テ
ル
）

運
営
委
員
会

”
計
三
回

【
一
九
九
四
年
度
決
算
報
告

】

〈
収
入
の
部
〉

〈パ
　
費
　
　
　
　
四
四

一
、
○
○
○
円

納
入
率
は
約
七
〇
％

そ
の
他

二
七
、
九
八
〇
円

繰
越
金
　
　
　
　
八
五
二
、
八
二
六
円

合
　
計
　
　
一
、
三
二
一
、
八
〇
六
円
　

。

〈
支
出
の
部
〉
　
　
　
　
　
ヽ

事
業
費
　
　
　
　
一
三

五

　ヽ
一
三
二
円

例
会
お
よ
び
語
学
講
習
会
補
助

連
絡
費
　
　
　
　
　
七
六
、
五
九
〇
円

８
目
発
行
四
回
な
ど

会
合
費
　
　
　
　
一
一
〇
、　
一
八
五
円

総
会
補
助
、
運
営
委
員
会
な
ど

事
務
費
　
　
　
　
　
七
九
、
〇
七
五
円

予
備
費
　
　
　
　
　
一二
〇
、
九
〇
〇
円

前
会
長

へ
記
念
品
贈
呈

繰
越
金
　
　
　
　
八
〇
九
、
九
二
四
円

合
　
計
　
　
一
、
三
二

一
、
八
〇
六
円

【
一
九
九
五
年
度
事
業
計
画

】

《
主
催
事
業
》

講
演
会
、
音
楽
会
、
映
画
会
、
展
一Ｔ
〓
な

ど
を
例
会
と
し
て
４
日
程
度
開
催
。
さ
し

当
た
り
次
の
事
業
が
確
定
し
て
い
る
。

◇
ポ
ト
ラ
ン
ド
料
理
講
習
会

「
ビ
ゴ
ス
と

ケ
ー
キ
」

一
二
月
二
日

（土
）

一
〇
時
か

ら
、
札
幌
市
女
性
セ
ン
タ
ー

（大
通
西

一

九
丁
目
）

◇
講
演
会

「
ク
ラ
ク
フ
の
チ
ヤ
ル
ト
リ
ス

キ
美
術
館
と
レ
オ
ナ
ル
ト
」

・　
　
　
　
一

講
師

”
回
田
祐
作
、　
〓

一月
予
定

《
後
援
事
業
》

音
楽
ム
〓
、一
展
覧
会
な
ど
な
ど
適
宜
。

《
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
辞
習
会
》

中
級
ク
ラ
ス
を
年
間
３
期
程
度
継
続
し
て

実
施
。
別
に
初
心
者
向
け
の
辞
習
会
を
開

）

催
す
る
予
定
。

《
そ
の
他
》

会
誌
８
目
発
行

（年
間
四
回
）

第
九
回
総
会
、
運
営
委
員
会
数
回
な
ど

渡
辺

卓

監
査
委
員

”
富
山

信
夫
、
吉
田

宏

事
務
局
長

”
小
笠
原
正
明

事
務
局

¨

〇
六
〇
札
幌
市
中
央
区
南
二
条
東
二
丁
目

河
合
楽
器
製
作
所
北
海
道
支
社
内

ポ
文
協
事
務
局

（戸
日
長
裕
）

電
話

”
二
三

一
―
八
一全
ハ
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

”
三
二

一
―
四
九
二
六

《
振
込
銀
行
日
座
》

拓
銀
本
店
　
普
通
預
金

（店
番
）
○
〇

一

（
口
座
番
号
）
六
〇
五
１
０
八
四

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
事
務

局
長
　
小
笠
原
正
明

《
郵
便
振
替
口
座
》

〇
二
七
四
〇
―
五
―
一
九
七
三
五

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会

年
内
も
余
日
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
ど
う
か
、
よ
い
年
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
ｏ
来
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ポ
文
協

【
一
九
九

五
年
度

予
算

】

〈
収
入
の
部
〉

△〓
　
費
　
　
　
　
エハ
〇
〇
、

そ
の
他
　
　
　
　
　
一
〇
、

小
　
計

　

　

　

二全

〇
、

繰
越
金
　
　
　
　
八
〇
九
、

合

計
　
　
一
、
四

一
九
、

〈
支
出

の
部
〉

事
業
費
　
　
　
　
一二
五
〇
、

連
絡
費
　
　
　
　
　
ェハ
〇
、

会
合
費
　
　
　
　
一
一
一〇
、

事
務
費
　
　
　
　
一
〇
〇
、

予
備
費
　
　
　
　
　
一
〇
、

小

・計
　
　
　
　
ニハ
四
〇
、

繰
越
金
　
　
　
　
七
七
九
、

合

計
　
　
．一
、
四

一
九
、

【
一
九
九
五
年
度
役
員
名
簿

】

〈〓
　
長

”
　
谷
本

一
之

副
会
長

”
　
遠
藤

道
子

顧
　
間

”　
今
村

成
和

運
営
委
員

“
安
藤

厚
、
市
川

恒
樹
、

薄
井

豊
美
、
小
林

暁
子
、
国
田

祐
作
、

斎
田

道̈
子
、
清
水

保
子
、
霜
田
千
代

麿
、
高
岡

美
保
、
中
島

洋
、
灰
谷

慶

三
、
長
谷
川
洋
行
、
長
谷
川
崇
明
、
本

間

富
雄
、
安
田

誠
子
、
吉
野

悦
雄
、

〇
〇
〇
円

〇
〇
〇
円

○
○
○
円

九

二
四
円

九

二
四
円

〇
〇
〇
円

○
○
○
円

〇
〇
〇
円

〇
〇
〇
円

〇
〇
〇
円

○
○
○
円

九

二
四
円

九

二
四
円
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